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補
助
１
３
２
号
線
の
都
市
計
画

整
備
方
針
は
、
西
荻
窪
駅
南
側
神

明
通
り
か
ら
、
北
側
の
青
梅
街
道

ま
で
延
長
約
１
０
７
０
㍍
が
事
業

区
間
で
、
既
存
道
路
を
約
16
㍍
ま

で
拡
幅
す
る
（
最
大
で
５
㍍
程
度

を
広
げ
る
）
と
い
う
計
画
で
す
。

東
京
都
の
都
市
計
画
道
路
整
備

方
針
（
第
四
次
事
業
化
計
画
）
で

区
内
の
優
先
整
備
路
線
と
さ
れ
、

区
施
行
路
線
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

近
隣
は
商
店
街
や
住
宅
が
多
く
、

西
荻
窪
ら
し
い
街
並
み
と
と
も
に
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
核
と

も
な
っ
て
い
る
地
域
で
す
。

大
規
模
な
道
路
拡
幅
に
よ
り
、

沿
線
住
民
の
多
く
が
移
転
・
立
ち

退
き
等
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
破
壊

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
不
安
の
声

も
上
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
都
市
計
画
は
１
９
６
６
年

に
計
画
化
さ
れ
、
そ
の
後
、
約
50

年
間
、
事
業
化
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
50
年
前
の
計

画
に
固
執
し
、
事
業
化
を
進
め
る

こ
と
は
重
大
な
問
題
で
す
。

区
は
来
年
度
の
事
業
認
可
に
向

け
、
地
権
者
等
へ
の
用
地
測
量
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
住
民
へ
の

周
知
も
不
充
分
で
す
。

補
助
１
３
２
号
線
と
同
じ
く
優

先
整
備
路
線
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

補
助
２
２
７
号
線
（
高
円
寺
北
側
）

で
は
、
住
民
の
反
対
の
声
を
受
け
、

当
面
計
画
を
見
守
る
と
の
方
針
も

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
都
市
計
画
は

住
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
た
め
、
住
民
の
声
を
無
視
し
て

強
引
に
進
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
計
画
の
見
直
し
も
含
め
、

再
検
討
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

補助１３２号線（西荻窪駅南側～青梅街道）

住民合意のない道路計画は見直しを

50
年
前
の
計
画
が
動

き
出
す
・
・
・

道
路
の
大
規
模
拡
幅

近
隣
に
深
刻
な
影
響

第
三
回
定
例
会
決
算
特
別
委
員
会
で
、
都
市
計
画
道
路
「
補
助
１
３

２
号
線
（
西
荻
窪
駅
南
側
～
青
梅
街
道
）
」
の
整
備
方
針
に
よ
る
問
題

を
取
り
上
げ
、
現
計
画
を
見
直
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

補助132号線（優先整備区間）
延長約1,070ｍ

計
画
の
見
直
し
も
含
め
、

再
検
討
を



日
本
共
産
党
は
、
１
日
、
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
を
立
て
直
す
た
め
の
党
政
策
「
高

す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
を
引
き
下

げ
、
住
民
と
医
療
保
険
制
度
を
守
り
ま
す
」

を
発
表
し
ま
し
た
。

国
保
制
度
は
、
国

民
の
４
人
に
１
人
が

加
入
し
、
国
民
皆
保

険
の
医
療
制
度
の
重

要
な
柱
を
担
っ
て
い

ま
す
が
、
他
の
医
療

保
険
制
度
に
比
べ
て

大
変
重
い
保
険
料
負

担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
加
入
者
の
平

均
保
険
料
（
１
人
当

た
り
）
は
、
政
府
の

試
算
で
も
、
中
小
企

業
の
労
働
者
が
加
入
す
る
協
会
け
ん
ぽ
の
１
・

３
倍
、
大
企
業
の
労
働
者
が
加
入
す
る
組
合

健
保
の
１
・
７
倍
と
い
う
水
準
で
す
。

東
京
23
区
に
住
む
給
与
年
収
４
０
０
万
円

の
４
人
世
帯
が
、
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
し
た

場
合
、
保
険
料
の
本
人
負
担
分
は
年
19
万
８

千
円
で
す
が
、
国
保
加
入
だ
と
年
42
万
６
千

円
と
、
２
倍
以
上
の
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

高
す
ぎ
る
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
国
保
の

構
造
的
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
公

費
を
投
入
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
知

事
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
町
村
会
な
ど
も
、

国
保
の
定
率
国
庫
負
担
の
増
額
を
政
府
に
要

望
し
続
け
て
お
り
、
２
０
１
４
年
に
は
、
公

費
を
１
兆
円
投
入
し
て
、
協
会
け
ん
ぽ
並
み

負
担
率
に
す
る
こ
と
を
政
府
・
与
党
に
求
め

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
も
賛
成
で
す
。

日
本
共
産
党
の
政
策
は
、
①
高
す
ぎ
る
国

保
料
（
税
）
を
中
小
企
業
の
労
働
者
が
加
入

す
る
「
協
会
け
ん
ぽ
」
並
み
に
引
き
下
げ
る

②
国
に
よ
る
保
険
料
免
除
制
度
を
つ
く
る

③
無
慈
悲
な
保
険
証
取
り
上
げ
や
強
権
的
な

差
し
押
さ
え
を
や
め
る

④
安
倍
政
権
に
よ

る
「
国
保
都
道
府
県
化
」
を
利
用
し
た
さ
ら

な
る
保
険
料
値
上
げ
を
許
さ
な
い
―
こ
と
を

提
案
し
て
い
ま
す
。

こ
の
提
案
が
実
現
す
れ
ば
、
東
京
23
区
に

住
む
給
与
年
収
が
４
０
０
万
円
の
４
人
世
帯

の
保
険
料
は
、
42
万
６
千
円
か
ら
22
万
２
千

円
へ
と
半
額
近
く
に
な
り
ま
す
。
そ
の
財
源

は
、
大
企
業
や
富
裕
層
に
応
分
の
負
担
を
求

め
る
こ
と
で
つ
く
り
出
せ
ま
す
。

日
本
共
産
党
杉
並
区
議
団
は
、
区
議
会
で

も
一
貫
し
て
国
保
料
の
負
担
軽
減
を
求
め
て

き
ま
し
た
。
区
民
の
く
ら
し
と
健
康
を
守
る

た
め
に
、
引
き
続
き
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

高すぎる国保料引き下げへ
日本共産党が政策を発表

知
事
会
が
要
望
し
て
い
る

１
兆
円
公
費
投
入
を

(

記
者
会
見
す
る
笠
井
亮

政
策
委
員
長
（
左
）
と

倉
林
明
子
参
院
議
員)

後援会旅行で笠間稲荷
益子温泉へ

実
現
す
れ
ば

大
幅
な
負
担
軽
減
に

11月５日、くすやま美紀地域後

援会の日帰りバス旅行で、笠間稲

荷（茨城県）、益子温泉（栃木県）

に行ってきました。

今回は２４名が参加。菊まつり、

益子焼の買い物、りんご狩りなど、

大満足の旅行でした！

笠
間
稲
荷
で

益
子
で
り
ん
ご
狩
り


